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裏面も御覧ください。

真田氏が上田城を築城する前の居館跡で、
地元では「御屋敷」と呼ばれ、したしまれ
ています。
現在では「お屋敷公園」として整備され、
毎年つつじが咲く頃には、
出店がでたり、イベントなど
があったりでたくさんの方
が訪れます。

5月第３8号

２０２３日年（令和5年）5月15日発行
担当：小河原

唐沢の滝 千古の滝
5月連休中は、初夏の暑さにもなることがあり、涼しさを求めて訪れる方が多かったよ
うです。真田には、真田十勇士の霧隠才蔵が忍術を磨いたとされる、【千古の滝】や、滝まで
の遊歩道を楽しんだり、滝の周りを囲んでいる遊歩道もある 唐沢の滝 などが観光地として
知られています。

真田の森林浴

三ツ頭獅子舞

2023

御屋敷皇大神社奉納

が5月14日に4年ぶりに
行われました。



夢工房だより 令和5年5月15日号（第38号） 表面も御覧ください。

真田三代観光マップ 傍陽コース

この地区は真田街道から松代へ向かう地蔵峠に通じています。
真田には多くの石仏や道祖神が現存しています。時代を超え、人々の様々な

願いをこめて、形式も多彩に昭和の時代までも作られたも
のです。金綱山（かなづなさん）実相院観音寺には、名前の
由来 といわれる「鬼が城」というおとぎ話が伝わっています。
実相院の本堂や馬頭観音も見事ですが、そこに通ずる道は、
秋には紅葉のトンネルとなり通るものを魅了し、小林一茶が
詠んだ句があるなど見どころが多いです。

前回紹介した真田のマンホール蓋の中でこちらの傍陽
地区は洗馬にまつわる柄のマンホール蓋になってます。
また、菅平はラクビーの柄になっています。

今までに紹介した絵柄のメダルを夢工房の売店で販売し
ています。中でも左記の洗馬と菅平のものは、真田限定
になっていますので、興味のある方はお立ち寄りください。

洗馬

菅平


